
小
こ
中
なか
原
ばる
遺跡

（日置郡金峰町新山小中原）

位置と環境

遺跡は，古窯跡で知られる中岳（標高287ⅿ）の

裾野にあたり，中岳より北西部に約３㎞突出した台

地中央部の標高約27ⅿに位置する。この台地末端部

には阿多貝塚や下原遺跡などが所在する。

調査の経緯

調査は，平成元年から平成２年に一般地方道鹿児

島加世田線改良工事に伴い，県教育委員会が本調査

を実施した。遺跡の面積は，2,700㎡である。

遺構と遺物

本遺跡では，縄文時代草創期・早期・後期・晩期・

弥生～古墳時代・平安時代・鎌倉時代の遺構・遺物

が発見され，複合遺跡であることが判明した。

第Ⅴ層の（薩摩火山灰下層）からは，４点の無文

土器と石鏃・ 片・スクレイパー・磨石・石皿など

が出土した。出土遺物は，71点と少なかったが，こ

の時期は台地周辺に遺跡は広がるものと想定される。

縄文時代早期は，十数個の礫がやや集中した状態

で２基検出された。遺物は，岩本式・前平式（円

筒・角筒）・吉田式・条痕文土器などの土器が，石槍・

石鏃・スクレイパー・石斧など石器が出土した。

縄文時代後期の遺物は，南福寺式・市来式土器な

どが出土し，縄文時代晩期は，浅鉢・深鉢で上加世

田式土器などの土器が見られる。

弥生時代は甕と，古墳時代は成川式土器の高 ・

小型鉢・ ・甕などが出土した。

本遺跡は，平安時代の遺構・遺物が主であった。

多くの遺物とともに掘立柱建物跡・土坑・溝状遺構

などを検出した。

柱穴は，744基が検出され，掘立柱建物跡として

まとまったものが12棟であった。その規模は，２

間×３間のものが９棟，１間×１間，１間×２間の

ものがそれぞれ１棟とがある。その一つには，調査

区域外に延びているため規模は不明であるが，建物

跡柱穴は平均径60㎝を測り，ほかの柱穴は平均径45

㎝より大きく柱穴の配置から総柱建物であった可能

性がある。これらは主軸方向や出土遺物からして，

少なくとも２時期以上のものと考えられる。

土坑は，検出面から10～30㎝の浅い掘り込みをも

つ長方形・楕円形・円形の形状のもの36基を検出し

た。断面形は，逆台形状をなしたものが主で，一部

に鍋底状に掘り込まれたものもある。性格は不明で

あるが，火葬人骨が検出された土壙もある。

第１図 小中原遺跡の位置

第２図 遺構配置図
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溝状遺構は，13条を検出した。東西方向に走る４

条と南北方向に走る８条，それと屈曲する１条から

なる。その溝の幅は0.2～0.8ⅿ，検出面からの深さ

は0.1～0.4ⅿを測る。埋土中から遺物が出土したが，

流水作用の砂粒等は確認できなかった。その溝の性

格は，区域をあらわす遺構が考えられる。

溝状遺構と掘立柱建物跡は，切り合い関係から溝

と建物とに新旧関係があることが判明した。これら

の遺構は，平安時代のもので９世紀前後が考えられ

る。須恵器は，９世紀前後のものが主体で， 蓋・

皿・ 身・ ・高 ・ ・鉢・甕などの器種がある。

これらは遺跡より約２㎞程南東部にある須恵器窯の

荒平古窯跡群のものと推定され，内面に同心円状叩

きのあるものが多い。須恵器の 蓋を転用した硯も

出土している。

土師器には， 蓋・皿・ 身・ ・ ・鉢・甕な

どの器種があり，これらも平安時代のものである。

・ には，墨書土器・ 書土器・刻書土器なども

出土した。特に，この遺跡での成果として「阿多」

と刻書されたものは遺跡の性格を示唆するものと思

われる。このほか，黒色土器も多く出土した。この

ように多量に出土した遺跡は，薩摩郡衙推定地の川

内市西ノ平遺跡が知られている。この土器は，内面

のみ黒く研磨したもの，内外面とも丁寧に研磨した

もの，内外面とも赤色顔料を塗り込めたもの，内面

のみ赤い内朱土師器などがある。器形としては，

皿・ 蓋・ ・鉢などの小型品のみである。

このほか，焼塩 ・帯金具・鉄製品などが出土し

た。

鎌倉時代の遺構・遺物は，台地西側を中心に出土

した。遺構は，竪穴遺構１基と柱穴24基が検出され，

遺物は，土師器・陶磁器などが出土した。土師器は，

皿・大皿が主で鉢も出土し，陶磁器は，青磁・白磁・

染付・天目などで碗と皿が主であった。

特徴

本遺跡は，平安時代が主体で，遺構・遺物等から

官衙的性格の強いものが見つかっている。旧薩摩国

には13の郡があり，阿多郡には鷹屋・葛例・田水・

阿多の４郡があることから，これらに関する遺跡と

推定することが出来る。この阿多一帯で調査が進め

ば，古代史の謎が解けてくる可能性が大である。

資料の所在

出土遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターに保

管されている。
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第４図 掘立柱建物跡

第３図 平安時代遺構配置図
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第５図 出土遺物
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